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【エルス･マリー　アンベッケン】
■「Nurses' reasoning process during care planning taking 

pressure ulcer prevention as an example. A think-aloud  
study」（論文・共）/In International Journal of Nursing 
Studies 2007.12

■「Kvalitet och meningsfullhet i äldreomsorgen-om 
att ge utrymme för livsfrågor i äldreomsorgen; från 
äldres, anhörigas och personalens horisont（Quality 
and meaningfulness in eldercare － on giving space to 
existential issues in eldercare; from the horizons of 
elderly, next of kin and staff）」（論文・単） /A research 
and development project, Linköping: Linköping 
University 2008.01 

【藤井　美和】
■ 「Ⅰ . 健康・良質な長寿と透析患者，２. 生と死・いのち

を考える―死生学からのメッセージ―」（論文・単）/『最
新透析医学』pp.23-28、医療ジャーナル社 2008.07

■ 武田丈・横須賀俊司・小笠原慶彰・松岡克尚編著『社
会福祉と内発的発展：高田眞治の思想から学ぶ』（著書・
共）/ 関西学院大学出版会 2008.04

■ 「東アジア（日本・中国・韓国）における高齢者ケアに
関する調査研究―高齢者施設利用者家族の満足度に影
響を与える要因―」（論文・共）/『関西学院大学社会
学部紀要』105、pp.71-84. 2008.03

■ 「生と死を受け止めなおす―死生学の立場から」（論文・
単）/『アンジャリ』 14 pp.10-13、 親鸞仏教センター
2007.12

【林　　直也】
■ 「本学学生の体力について―第８報― ―2007年度春学期

履修生の測定結果より―」（論文・共）/『スポーツ科
学・健康科学研究』第11号、関西学院大学スポーツ科学・
健康科学研究室 2008.03

■ 「通常授業による「生きる力」の変化― K 学院大学にお
ける2006年度春学期履修生に着目して―」（論文・共）
/『身体運動文化論攷』第７号、身体運動文化学会関西
支部 2008.03

【池埜　　聡】
■ 武田丈・横須賀俊司・小笠原慶彰・松岡克尚編著『社

会福祉と内発的発展：高田眞治の思想から学ぶ』（著書・
共）/ 関西学院大学出版会 2008.04 

■ Nakao, K., & Ikeno, S.「Aging Japanese American 
atomic-bomb survivors in Southern California: A case 
study」（論文・共）/K. Kosaka & M. Ogino （Eds）『A quest 
for alternative sociology』pp.105-121、Victoria: Trans 
Pacific Press 2008 

【 井　小の実】 
■ 『日本女性史大辞典 』（辞典・共）/ 吉川弘文館 2008.01
■「女性・家族政策の歩みと展望」（政策・理論フォーラム・

単）/『社会福祉学』Vol.48－4（通巻84号）、日本社会
福祉学会 2008.02

【石川　久展】
■ 「一般高年者のソーシャルネットワークと地域特性との

関連に関する研究」（論文・共）/『ルーテル学院大学
研究紀要』第41号 2008.03 

【甲斐　知彦】
■「キャンプリーダー体験が青年リーダーに与える影響～

平成19年度　文部科学省委託事業　セブンデイズキャ
ンプ in 能勢2007から～」（論文・共）/『スポーツ科学・
健康科学研究』第11号、関西学院大学スポーツ科学・
健康科学研究室 2008.03

■ 「本学学生の体力について―第８報― ―2007年度春学期
履修生の測定結果より―」（論文・共）/『スポーツ科
学・健康科学研究』第11号、関西学院大学スポーツ科学・
健康科学研究室 2008.03

【河鰭　一彦】
■ 「超音波法を用いた女子大生の踵骨骨密度」（論文・共）

/『スポーツ科学・健康科学研究』11号、関西学院大学
スポーツ科学・健康科学研究室、 2008.03

■ 「本学学生の体力について―第８報―」（論文・共）/『ス
ポーツ科学・健康科学研究』第11号、関西学院大学スポー
ツ科学・健康科学研究室 2008.03

【川島　恵美】
■ 『ソーシャルワーク演習ワークブック、第７章「面接技法」』
（著書・共）/（株）みらい 2008.02

■ 武田丈・横須賀俊司・小笠原慶彰・松岡克尚編著『社会
福祉と内発的発展：高田眞治の思想から学ぶ』（著書：共）
/ 関西学院大学出版会 2008.04

■ 「体験的な学びとスーパービジョン―コミュニケーショ
ンラボシステムを利用した援助的コミュニケーション
トレーニング―」（論文・単）/『ソーシャルワーク研究』
Vol.33 N0.4、ソーシャルワーク研究所 2008.01

【小西　加保留】
■ 武田丈・横須賀俊司・小笠原慶彰・松岡克尚編著『社会

福祉と内発的発展：高田眞治の思想から学ぶ』（著書・共）
/ 関西学院大学出版会、pp.150-153 2008.04

■ 「「寝たきりエイズ患者」に対する地域生活支援―固有の
脆弱性とソーシャルワーカーの役割―」（論文・共）/

『ソーシャルワーク研究 』Vol.34 No.2 pp.56-65 2008.07
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■ 「HIV 陽性者の就労に関わる実態と課題」（論文・単）/『電
機連合 NAVI』21号、pp.2-9 2008.09-10

■ 「自立困難な HIV 陽性者支援に影響する医療提供者側
の要因に関する研究」（報告書・共）/ 厚生労働科学研
究費補助金エイズ対策研究事業「自立困難な HIV 陽性
者のケア･医療に関する研究」平成19年度研究報告書、
pp.15-22 2008.3

■ 「介護支援専門員の能力向上のための研修ニーズの予備
的研究」（報告書・共）/ 医療経済研究機構「在宅と施設、
介護と医療の連携を実現するためのケアマネジメント
のあり方に関する研究」平成19年度老人保健健康増進
等事業による報告書、pp.75-80 2008.3

【小西　砂千夫】
■ 『自治体財政健全化法　制度と財政再建のポイント』（著

書・単）/ 学陽書房 2008.04
■ 「地方債の性格とその改革課題」（論文・単）/『地方財政』、

総務省財政局 2007.11
■ 「地方分権改革の文脈と平成の大合併」（論文・単）/『地

方自治』、総務省行政局 2007.12
■ 「変貌する地方行財政制度のポイントを見抜く①～⑨」
（論文・単）/『地方財務』2008.02 ～ 11

■ 「分権的な地方税構想に求められる視点」（論文・単）/『地
方税』、総務省税務局 2008.3

■ 「安定・成長協定は形骸化したのか―協定見直しの評価
をめぐって―」（論文・単）/ 海道ノブチカ編『EU 拡
大で変わる市場と企業』、日本評論社 2008.03

■ 「地方財政健全化に向けてのこれまでの改革と今後」（論
文・単）/『ジュリスト』、2008.11

■ 「山本栄一教授における財政学研究の展開」（論文・単）
/『経済学論究』関西学院大学 2008.03

■ 「自治体財政健全化法の意義と財政分析の可能性」（論文・
単）/『ESP』、内閣府 2008.10 

■ 「平成の市町村合併を検証する」（論文・単）/『地方自治』、
総務省行政局 2008.10 

【前橋　信和】
■ 『日本の子ども家庭福祉』（著書・共）/ 明石書店 2007.12
■ 武田丈・横須賀俊司・小笠原慶彰・松岡克尚編著『社会

福祉と内発的発展：高田眞治の思想から学ぶ』（著書・共）
/ 関西学院大学出版会 2008.04

【牧里　毎治】
■ 武田丈・横須賀俊司・小笠原慶彰・松岡克尚編著『社会

福祉と内発的発展：高田眞治の思想から学ぶ』（著書・共）
/ 関西学院大学出版会 2008.04

■ 『住民主体の地域福祉論―理論と実践―』（著書・共）
/ 法律文化社 2008.06

■ 『エンサイクロペディア社会福祉学』（事典・共）/ 中央
法規出版 2007.12

【松岡　克尚】
■ 武田丈・横須賀俊司・小笠原慶彰・松岡克尚編著『社会

福祉と内発的発展：高田眞治の思想から学ぶ』（著書・共）
/ 関西学院大学出版会 2008.04

■ 「障害者の遊びと Disabling Culture」：立教大学アミュー
ズメントリサーチセンター『ノーマライゼーション社
会構築に向けた地域保健福祉アミューズメント資料の
アーカイブ化及びコンテンツに関する研究 2009年度
RARC 福祉プロジェクト（代表：河東田博）報告書』（報
告書・共）2008.03

■ 杉野昭博『障害学―理論形成と射程』（書評・単）/『社
会福祉学』49（1）、pp.216-9 2008.05

【三毛　美予子】
■ 「内発的な社会福祉実践研究の実際」：武田丈･横須賀俊

司･小笠原慶彰･松岡克尚編著『社会福祉と内発的発展
―高田眞治の思想から学ぶ』（著書・共）/ 関西学院大
学出版会 2008.04

【嶺重　　淑】
■ 『Neutestamentliche Exegese im Dialog』（著 書・ 共 ）

/Neukirchener 2008.04
■ 『キリスト教の教師　聖書と現場から《山内一郎先生献

呈論文集》』（著書・共）/ 新教出版社  2008.11
■ 樋口進、中野実監修『聖書学用語辞典』、「ルカ文書研

究」他計15項目（辞典・共）/ 日本キリスト教団出版局 
2008.03

■ 「新約聖書に見られる格差社会―貧しい人々の運動から
格差を内包する共同体へ」（論文・単）/『福音と世界』
2008年３月号、pp.31-37、新教出版社 2008.03

■ 「新約聖書の人間理解―イエス・パウロ・ヨハネ」（論文・
単）/『関西学院大学キリスト教と文化研究』第９号
pp.19-35、関西学院大学キリスト教と文化研究センター
2008.03

■ 「ファリサイ派と徴税人の譬え―ルカ18:9-14の編集史的
考察」（論文・単）/『神学研究』第55号、pp.17-25、関
西学院大学神学研究会 2008.03

■ 「Das Gleichnis vom barmherzigen Samariter （Lk 10, 
25-37）. Die Perspektive der lukanischen Redaktion」

（論文・単） ： Kwansei  Gakuin  University  Humanities 
Review，Vol. 12，pp.1-10，Kwansei Gakuin University 
2008.02

【村上　陽子】
■ Marta Luján 「人称代名詞の表現と省略」（書評・要約・

単）/Lingüística Hispánica, anexo 4 イグナシオ・ボスケ、
ビオレタ・デモンテ編 (1999)『スペイン語記述文法』章
別和文要約４、pp.67-77 2008.05

■ 「Fórmulas de tratamiento en los documentos 
históricos」   （論文・単）/  Actas  del  XV  Congreso 
internacional ALFAL.（CD-ROM）2008.08

【室田　保夫】
■ 武田丈・横須賀俊司・小笠原慶彰・松岡克尚編著『社会

福祉と内発的発展：高田眞治の思想から学ぶ』（著書・共）
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/ 関西学院大学出版会 2008.04
■ 「社会事業家（石井十次，留岡幸助、山室軍平）の思

想とその事業」（論文・単）/『社会福祉学』48巻４号
2008.02

■ 小橋勝之助日誌（2）「天路歴程」（資料紹介・共）/『関
西学院大学社会学部紀要』105号 2008.03

■ 杉山博昭『近代社会事業の形成における地域的特質』（書
評・単）/『社会福祉学』48巻4号 2008.02

【中塘　二三生】
■ 「Bioelectrical impedance spectroscopy and single-

frequency bioelectrical impedance analysis fat mass 
change during weight loss in Japanese female subjects」
（レフェリー付論文・共）/『International Journal of 
Body Composition Research』 6, pp.100-107 2008.06

■ 「本学学生の体力について―第8報― 2007年度春学期履
修生の測定結果より」（論文・共）/『関西学院大学スポー
ツ科学・健康科学』11、pp.25-31 2008.03

■ 「大阪府立看護大学大学院看護学研究科博士前期課程
における学位論文の研究方法に関する一考察」（論文・
共）/『大阪府立大学看護学部紀要』14（1）、pp.57-61 
2008.03

■ 「高齢者の立ち上がり動作能力に応じたベッド高調節に
関する研究」（論文・共）/『フランスベッド・メディ
カルホームケア研究・助成財団第18回研究助成・事業
助成報告書』pp.477-498 2008.09

■ 「高齢者の健康の維持・増進に寄与する予防的皮膚保湿
ケア」（論文・共）/『フランスベッド・メディカルホー
ムケア研究・助成財団第18回研究助成・事業助成報告書』
pp.778-802 2008.09

【中野　陽子】
■ 「中国人留学生の第二言語としての日本語における関係

節付加曖昧構文の処理について」（論文・共）/『国際
社会文化研究』８号、pp.119-134 2007.12

■ 「Ⅰアンケート調査の概要」、「Ⅱ留学・海外渡航の平均
的なパターン」（報告書・共）/『高知大学人文学部国
際社会コミュニケーション学科学生の留学・海外渡航
状況に関する実態調査報告書』pp.3-11 2008.01

■ 「私たちは日本語や外国語の文をどのように理解してい
るか」（雑誌記事・単）/ 特集：英語学習と脳科学『英
語教育』１月号 pp.29-32、 大修館書店 2008.01

【大和　三重】 
■ 『ソーシャルワーク演習ワークブック、第３章「自己理

解 ｣、第5章－1「コミュニケーションの基本」』（著書・共）
/（株）みらい 2008.02

■ 武田丈・横須賀俊司・小笠原慶彰・松岡克尚編著『社会
福祉と内発的発展：高田眞治の思想から学ぶ』（著書・共）
/ 関西学院大学出版会 2008.04

■ 「東アジア（日本・中国・韓国）における高齢者ケアに
関する調査研究―高齢者施設のケアの質に関する比較
研究―」（論文・共）/『関西学院大学社会学部紀要』第

105号、pp.45-60、関西学院大学社会学部研究会 2008.03
■ 「介護支援専門員の能力向上のための研修ニーズの予備

的研究」（報告書・共）/ 医療経済研究機構「在宅と施設、
介護と医療の連携を実現するためのケアマネジメント
のあり方に関する研究」平成19年度老人保健健康増進
等事業による報告書、pp.75-80 2008.3

【才村　　純】 
■ 児童福祉法制定60周年記念全国子ども家庭福祉会議実行

委員会編『日本の子ども家庭福祉』（著書・共）/ 明石書店、
2007.12

■ 「児童相談所における虐待対応業務等の実態と課題」（論
文・単）/『子どもの虹情報研修センター紀要』第5号、
pp.13-22 2007.12

■ 「調査研究から見た児童虐待（13）―保育所における取
り組みの実態と課題（1）」（論文・単）『保育界2007.12』
日本保育協会 2007.12

■ 網野武博、松原康雄、才村純編『児童福祉論―新版・社
会福祉学習双書2008』（編著・共）/ 全国社会福祉協議
会 2008.01

■ 福祉士養成講座編集委員会編『新版・社会福祉士養成講
座４―児童福祉論』（著書・共）/ 中央法規 2008.01

■ 「調査研究から見た児童虐待（14）―保育所におけ
る取り組みの実態と課題（2）」（論文・単）『保育界 
2008.01』日本保育協会 2008.01

■ 「調査研究から見た児童虐待（15・最終回）―虐待の未然
防止と保育所の役割」（論文・単）『保育界 2008.02』日
本保育協会 2008.02

■ 「改正児童虐待防止法の円滑な運用に関する基礎研究」
（主任研究者：才村純）/『平成19年度児童関連サービ
ス調査研究等事業報告書』、財団法人こども未来財団
2008.02

■ 改訂・保育士養成講座編纂委員会編『改訂・保育士養成
講座2008第２巻―児童福祉』（著書・共）/ 全国社会福
祉協議会 2008.02

■ 「児童相談所における家族再統合援助の実施体制のあり
方に関する研究―実践事例の収集、分析」（論文・共）
/『日本子ども家庭総合研究所紀要』第44集（平成19年
度）、日本子ども家庭総合研究所 2008.03

■ 『保育者のための児童福祉論』（編著・共）/ 樹村房
2008.03

■ 高橋重宏編『新版　子ども虐待』（著書・共）/ 有斐閣
2008.04

■ 『子ども家庭福祉論―子どもの人権と最善の利益を守る
ために―』（著書・共）/ 相川書房 2008.04

■ 「家族関係がもたらすひきこもりに関する考察（仮説と
して）」（論文・単）/『実態調査からみるひきこもる若
者のこころ―平成19年度若年者自立支援調査研究報告
書』pp.99-104、東京都青少年・治安対策本部 2008.05

■ 「児童虐待防止法改正の意義と課題」（論文・単）/『精
神科看護』2008年７月号 Vol.35 №７ 通巻190号 2008.06

■ 『子育て支援シリーズ第５巻　子どもと家族のヘルスケ
ア―元気なこころとからだを育む』（著書・共）/ ぎょ
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うせい 2008.09
■ 才村純編集代表『子ども虐待の予防とケアのすべて（追

録式）』（著書・共）/ 第一法規 2008.10
■ 『最前線レポート　児童虐待はいま　連携システムの構

築に向けて』（著書・共）/ ミネルヴァ書房 2008.10
■ 「改正児童虐待防止法の円滑な運用をめざして－保護者

援助ガイドライン等の概要」（論文・単）/『月刊こど
も未来』2008.11 pp.7-9、 こども未来財団 2008.10

【坂口　幸弘】
■ 『高齢者のための心理学』（著書・共）/ 保育出版社

2008.04
■ 「遺族の心理プロセスにおける喪失に対する意味了解：

生活・人生志向対処との関係と精神的健康に及ぼす
影響」（論文・単）/『社会心理学研究』 23（3）、pp. 
281-289 2008.03

■ 「ホスピスで家族を亡くした遺族の心残りに関する探索
的検討」（論文・共）/『死の臨床』31巻１号、pp.74-81 
2008.07

■  「一般病棟でのグリーフケアの実践に向けて」（論文・単）
/『がんけあナビ』１巻６号、pp.38-43 2008.07

■ 「悲嘆の評価」（論文・単）/『緩和ケア』18巻増刊号、
pp.97-99 2008.10

■ 「地域における遺族ケアと精神科医はどのように連携す
ることができるのか」（論文・共）/『精神科診断学』
23巻11号、pp.1353-1360 2008.11

【芝野　松次郎】
■ 武田丈・横須賀俊司・小笠原慶彰・松岡克尚編著『社会

福祉と内発的発展：高田眞治の思想から学ぶ』（著書・共）
/ 関西学院大学出版会 2008.04

■ 「エビデンス・ベースト・ソーシャルワークの特質〔１〕
―量的分析、開発的研究の立場から―」（論文・単）/『ソー
シャルワーク研究』Vol.34 No.1、pp.24-38 2008.04

■ 『エンサイクロペディア社会福祉学』（事典・共）/ 中央
法規出版 2007.12

【杉野　昭博】
■ 三重野卓編『共生社会の理念と実際』（著書・共）/ 東

信堂 2008.02
■ 『エンサイクロペディア社会福祉学』（事典・共）/ 中央

法規出版 2007.12
■ 後藤吉彦著『身体の社会学のブレークスルー : 差異の政

治から普遍性の政治へ』（書評・単）/『社会学評論』 59
（1）、pp.251-253 2008.06

■ 松岡克尚「書評　『障害学：理論形成と射程』」へのリ
プライ（書評リプライ・単）/『社会福祉学』 49 （1）、
pp.220-222 2008.05

【武田　　丈】
■ 武田丈・横須賀俊司・小笠原慶彰・松岡克尚編著『社会

福祉と内発的発展：高田眞治の思想から学ぶ』（著書・共）
/ 関西学院大学出版会 2008.04

■ 武田丈・亀井伸孝編著『アクション別フィールドワーク
入門』（著書・共）/ 世界思想社 2008.03

■ Joe  Takeda  &  Marilyn  T. Erpelo 編著、『Behind  the 
Drama of Filipino Entertainers in Japan』（全88）（著書・
共）/Batis Center for Women, Inc. 2008.02

■ Joe Takeda & Domini N. Fangon『Participatory Learning 
and Action （PLA）: The Experience of Batis Aware ? 
Empowered at Ten 』     （ 著 書   ・共）   /   Batis  AWARE 
Women’s Organization, Inc. 2007.12

■ 『エンサイクロペディア社会福祉学』（事典・共）/ 中央
法規出版 2007.12

■ 「Social Research/Action for Returned Filipino 
Entertainers」（論文・単）/  『A Quest for Alternative 
Sociology』 （Edited by Kenji Kosaka & Masahiro 
Ogino），pp.53-70，Trans Pacific Press 2008.03

【山　　泰幸】
■ 『幸福の社会理論』「第３章幸福の民俗理論」「第４章不

幸の民俗理論」「第５章死者の幸福」を分担執筆（著書・
共）/ 放送大学教育振興会 2008.03

■ 『日本文化の人類学／異文化の民俗学』「〈異人論〉以後
の民俗学的課題」を分担執筆（著書・共編）/ 法蔵館
2008.07

■ 『九州と東アジアの考古学―九州大学考古学研究室50周
年記念論文集』下巻「和辻哲郎と「社会学的」考古学
の成立をめぐって」を分担執筆（著書・共）/ 九州大学
考古学研究室50周年記念論文集刊行会 2008.08

■ 『環境民俗学―新しいフィールド学へ』「序章　いま、な
ぜ環境民俗学なのか？」「第９章　民話の環境民俗学」
を分担執筆（著書・共編）/ 昭和堂 2008.11

■ 『二十世紀における「負」の遺産の総合的研究―太平洋
戦争の社会学』「占領下の社会と道徳―映画『羅生門』
における社会学的思考をめぐって」（59-66頁）を分担執
筆（論文・単）/ 平成17－19年度科学研究費〔基盤研究

　（B）（1）一般〕研究成果報告書〔研究代表者　荻野昌弘〕 
2008.06

■ 「微妙な知り合い」（エッセイ・単）/ 毎日新聞夕刊「風
の響き」2007.12

■ 「年賀状」（エッセイ・単）/ 毎日新聞夕刊「風の響き」
2008.01

■ 「福の神に好かれる人」（エッセイ・単）/ 毎日新聞夕刊「風
の響き」2008.02

■ 「ダイエット」（エッセイ・単）/ 毎日新聞夕刊「風の響き」
2008.02

【山本　　隆】
■ 「ガバナンスの理論と実際」（論文・単）/ 山本隆・難

波利光・森裕亮編『ローカルガバナンスと現代行財政』
ミネルヴァ書房 2008.05

■ 「地域再生と行財政―イギリスの地域戦略パートナー
シップ―」（論文・単）/ 井岡勉監修　牧里毎治・山本
隆編『住民主体の地域福祉論　理論と実践』法律文化
社 2008.06
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■ 「ローカル・ガバナンスと基礎自治体の役割　分権化は
さらに近隣地域へ」（論文・単）/『地方財務』ぎょう
せい 2008.08

■ 「社会福祉基礎構造改革と福祉財政―財政論からみた構
造改革のインパクト―」（論文・単）/ 日本社会福祉学
会編『福祉政策理論の検証と展望』中央法規 2008.10 

　　　　　　　　備考：2008年11月現在在籍教員のみ掲載


